
  Acrobat Xまたは Adobe Reader X以降でこの PDF
ポートフォリオを開いてこれまでにない便利さを体験してください。

Adobe Reader を今すぐダウンロード！

http://www.adobe.com/go/reader_download_jp




滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


図25 第６号竪穴住居跡







第２章　滝　沢　遺　跡


図26 第６号竪穴住居跡 出土遺物（１）







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


図27 第６号竪穴住居跡 出土遺物（２）







第２章　滝　沢　遺　跡


からの出土である。北西部壁際に正立で大小の注口土器口縁部（８・９）や倒立の高坏土器（１３）、横


転した香炉形土器（１２）などがまとまってあり、南東側では注口土器が１個体（１１）出土している。


１・２は口縁部が内湾する粗製深鉢で、３は深鉢底部片である。４・５は浅鉢と思われ、６・７は


台付土器の台部である。８～１１が注口土器で、９・１０は大型のものである。１１は胴部最大径付近に


瘤が貼り付けられ、平行沈線と弧状沈線の組み合わせで帯状縄文を施文している。１２は接合してい


ないが図上復元したもので、台付広口壺の形状をなす香炉形土器である。横長の透かし列が口縁部、


頸部、胴部最大径部分にあり、最大径に貼り付けられる瘤の上部には楕円形の透かしが施されている。


胴部最大径部分には２個一単位の貼り瘤が、頸部には中央に刺突のある瘤が一つずつ貼り付けられて


いる。上部内面には輪積痕が明瞭に残っている。この土器の台部に詰まっていた土を除去したところ、


その中から小型の石鏃１点（３３）が出土した。１３は小型の高坏土器で、皿部上面は渦巻き状に、皿部


下面は４～６条一単位の多重弧線状に、台部中央部は水平方向に、台部下端は放射状に、それぞれ各


面に細い沈線が施文されている。


また覆土上層などから縄文時代後期前葉の十腰内Ｉｂ式土器や中期末葉の土器も出土している。


１４は４条の平行沈線が口縁部に巡り、そこから蛇行文が垂下し３条の胴部平行沈線へつながってい


く。１５～１７は同一個体と思われ、多段に区画された中に簡略なＳ字文のような文様が施文されてい


る。１８は胴部が方形に区画され、その中に蛇行文などが施文されている。１９～２２は深鉢口縁部破片


で、口縁に平行沈線が施文され、１９は刺突と縄文、２０は縄文が施文されている。２３～２７は櫛描文


が施文されているもので、２５～２９は同一個体と思われる。３０は縄文時代中期末葉のものと思われ、


地文縄文の後、沈線と列点が施文されている。


石器は１０６点出土した。掲載した石器のうち、３１が床面から、３３が香炉形土器（１２）台部内側か


ら、３２・３８・４２～４４が床面直上から出土し、それ以外は覆土からの出土である。石鏃は有茎鏃が


２点（３１・３２）、無茎の尖基鏃が１点（３３）、円基鏃が１点（３４）、未製品１点（３５）の計５点、石匙は


縦長剥片を素材とした縦長石匙が１点（３６）、縦長剥片を素材とし摘み部にアスファルトが付着した


縦長石匙１点（３７）の計２点、削器は縦長剥片を素材とし押圧剥離で刃部を整形したもの１点（３８）、


横長剥片を素材とし刃部を両面加工したもの１点（３９）、縦長剥片を素材とし刃部を両面加工したも


の１点（４０）、ハードハンマーの直接打撃で剥離された縦長剥片を素材とし、刃部が片面加工のもの


３点（４１～４３）、不規則な二次加工が見られるもの１点（４４）の計７点、磨り痕が１ヶ所の楕球状の


磨石１点（４５）、歪な球形で敲き痕が３ヶ所ある敲石１点（４６）を掲載し、図示していないがタールが


付着した細粒凝灰岩の礫石３点、石核２点、フレーク類８７点も出土している。


［時期］堆積土及び出土遺物等から、縄文時代後期中葉（十腰内Ⅲ式期）と考えられる。


２　土坑


土坑は９基検出された。竪穴住居跡が立地する南側斜面に多くあり、第１０号土坑だけが調査区域


北側の尾根上に立地している。なお、第３号土坑は欠番である。


第１号土坑（SK－01、図33・35）


ＡＯ－１３グリッドに位置し、標高約１８.５～１９ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査中に検出


され他遺構との重複関係は認められなかった。確認面での平面形は１.１４×０.９６ｍの楕円形を呈し深
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図28 第７号竪穴住居跡（１）
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図29 第７号竪穴住居跡（２）
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図30 第７号竪穴住居跡 出土遺物（１）
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図31 第７号竪穴住居跡 出土遺物（２）
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図32 第７号竪穴住居跡 出土遺物（３）
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さは２９㎝、底面積は０.６㎡で、断面形状は皿状をなす。堆積土は２層に分層され、上位には黄褐色


土、下位には褐色土が堆積し、いずれも炭化物を微量含んでいる。遺物は縄文時代中期末葉の土器片


が少量出土した。１は垂下する沈線文が施されている。他に地文縄文のみの粗製深鉢片、フレーク１


点も出土している。堆積土及び出土遺物等から、縄文時代中期末葉（最花式期）以後の時期と考えら


れる。


第２号土坑（SK－02、図33）


ＡＰ－１０･１１グリッドに位置し、標高約１６～１６.５ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査中に


検出され、他遺構との重複関係は認められなかった。斜面下方にあたる南半が遺存しておらず、確認


面では２.３８×１.２１ｍの半円形を呈し、深さは２４㎝、底面積は０.４８㎡を測る。おそらく約２.６ｍ×


２.３ｍのほぼ円形になるものと思われ、床面積は約３㎡、断面形状はフラスコ状であったと推定され


る。覆土には炭化物を微量含む黄褐色土が堆積していた。遺物は出土せず、遺構の時期を特定できな


かったが、立地状況と遺構の状況から縄文時代中期末葉と考えられる。


第３号土坑（欠番）


第４号土坑（SK－04、図12）


ＡＰ･ＡＱ－１４グリッドに位置し、標高約１９.５～２０ｍの丘陵南斜面に立地する。第２号竪穴住居


跡の精査中に検出されたことから本土坑が古い。確認面での平面形は１.２×１.５６ｍの円形を呈し深さ


は４８㎝、底面積は１.５３㎡で、断面形状はフラスコ状をなす。堆積土は２層に分層され、上位は焼土・


炭化物を微量含む褐色土が、下位には炭化物を微量含む黄褐色土が堆積していた。遺物はフレーク７


点が出土した。１４Ｃ年代測定では縄文時代中期末葉の年代が算出されており、その時期と考えられる。


第５号土坑（SK－05、図33・35）


ＡＱ－２１グリッドに位置し、標高約２３.５ｍの丘陵南斜面途中の尾根状頂部に立地する。第Ⅲ層の


精査中に検出され、他遺構との重複関係は認められなかった。確認面での平面形は０.８９×０.８７ｍの


円形を呈し、深さは６６㎝、底面積は０.３５㎡で、断面形状は柱穴状をなす。堆積土は９層に分層され、


上位には焼土、炭化物とともに土器片を含むにぶい黄褐色土が堆積し、下位には炭化物を微量含む明


褐色土・黄褐色土が堆積していた。遺物は覆土上位で焼土と共に縄文時代後期の深鉢土器２個体とフ


レーク３点が出土した。土器２個体は２～５に図示している。２・３は被熱し、激しく摩耗している


同一個体の弧状文主体の深鉢で、４・５は波状文が施文され口縁内面に粘土紐の貼り付けがみられる


やや小型の深鉢である。遺構の時期は、堆積土及び出土遺物等から縄文時代後期前葉（十腰内Ⅰｂ式


期）と考えられる。


第６号土坑（SK－06、図33・35）


ＡＱ－１３グリッドに位置し、標高約１９ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査中に検出され、


第２号竪穴住居跡と一部重複しているが、新旧関係は不明である。確認面での平面形は１.８５×１.７２


ｍの円形を呈し、深さ３１㎝、底面積１.９７㎡を測り、断面形状は皿状をなす。堆積土は３層に分層さ


れ、いずれも炭化物を微量含んでいる。遺物は覆土から敲石（６）が出土した。堆積土及び出土遺物


等から遺構の時期を特定できなかった。


第７号土坑（SK－07、図33）


ＡＯ－１４グリッドに位置し、標高約１９.５ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査中に焼土がま







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


とまっている範囲として検出されたが、精査によって土坑であることが確認された。他遺構との重複


関係は認められなかったが、第１号竪穴住居跡の南側に隣接していることから竪穴住居に関連する施


設である可能性もある。確認面での平面形は０.５８×０.４６ｍの楕円形を呈し、深さ２１㎝、底面積０.０


４㎡を測り、断面形状は碗状をなす。堆積土は２層に分層されるがいずれも焼土及び炭化物を含む褐


色土で、確認面にあたる第１層では焼土・炭化物ともやや多く混入する。遺物は出土せず、堆積土及


び出土遺物等から遺構の時期を特定できなかった。


第８号土坑（SK－08、図34）


ＡＰ－２２グリッドに位置し、標高約２３.５ｍの丘陵南斜面途中の尾根状頂部に立地する。第Ⅲ層の


精査中に検出された。他遺構との重複関係は認められず、確認面での平面形は０.４５×０.３４ｍの円形


を呈し、深さ２１㎝、底面積０.１０㎡を測り、断面形状は柱穴状をなす。堆積土は２層に分層したがい


ずれも褐色土を主体とする層で、上位では焼土・炭化物を、下位では炭化物を混入している。遺物は


底面付近から自然礫１点が出土した。堆積土及び出土遺物等から遺構の時期を特定できなかった。


第９号土坑（SK－09、図34・35）


ＡＲ･ＡＳ－１４･１５グリッドに位置し、標高約１９～１９.５ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査


中に検出された。他遺構との重複関係は認められなかったが、北側に第４号竪穴住居跡が位置する。


確認面での平面形は２.３８×２.３１ｍの円形を呈し、深さ３２㎝、底面積３.６７㎡を測り、断面形状は皿


状をなす。底面には起伏がある。堆積土は３層に分層され、褐色土、黄褐色土、明黄褐色土が堆積し


ていた。いずれも炭化物、焼土粒を微量含んでいる。遺物は７の縄文時代後期初頭の深鉢口縁部破片


が出土した他、縄文時代中期末葉及び後期初頭の破片が少量と、フレーク１点が出土した。堆積土及


び出土遺物等から縄文時代後期初頭以後の時期と考えられ、立地状況から後期中葉の可能性が高い。


第10号土坑（SK－10、図34）


ＡＲ－３５･３６グリッドに位置し、標高約２９～２９.５ｍの丘陵南斜面途中の尾根部に立地する。第Ⅲ


層の精査中に検出され、他遺構との重複関係は認められなかった。確認面での平面形は１.５９×１.５６


ｍの円形を呈し、深さ９４㎝、底面積１.３７㎡を測り、断面形状は筒状をなす。堆積土は４層に分層さ


れ、粘土質ローム粒、焼土、炭化物を含む明黄褐色土～暗褐色土が堆積しており、人為的に埋め戻さ


れたものと思われる。遺物は出土せず、遺構の時期を特定できなかった。


３　ピット


第１号ピット（SP－01、図34）


ＡＰ－２１グリッドに位置し、標高約２３.５ｍの丘陵南斜面途中の尾根状頂部に立地する。第Ⅲ層の


精査中に検出され、他遺構との重複関係は認められなかった。確認面での平面形は０.２７×０.２２ｍの


円形を呈し、深さ３７㎝、床面積０.２２㎡を測り、断面形状は柱穴状をなす。覆土には炭化物を少量含


む褐色土が堆積していた。遺物は出土せず、堆積土及び出土遺物等から時期を特定することができな


かった。


４　溝跡


第１号溝跡（SD－01、図34）





		第2章　滝沢遺跡

		第1節　検出遺構

		2　土坑














第２章　滝　沢　遺　跡


図33 土坑（１）







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


図34 土坑（２）・ピット・溝跡
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ＡＱ－２９グリッドに位置し、標高約２５～２５.５ｍの中位段丘へ上がる南斜面に立地する。表土除去


後に検出され、他遺構との重複関係は認められなかった。確認面での平面形は３.４９×０.４７ｍの溝状


を呈し、深さ１１㎝、床面積１.３６㎡を測り、断面形状は皿状をなす。覆土には暗褐色土が堆積してい


た。遺物は出土しなかったが、堆積土の状況から近世以降の時期と考えられる。


５　焼土遺構


第１号焼土遺構（SN－01、図36）


ＡＯ－１５グリッドに位置し、標高約２０ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精査中に検出された。


第１号竪穴住居跡と重複関係にあり、本遺構が新しい。確認面での平面形は１×０.９ｍの不整円形を


呈し、面積は０.５０㎡、被熱の深さは１５㎝である。堆積土は色調によって２層に分層され、上位は赤


褐色、下位は明赤褐色を呈している。遺物は出土しなかったが、遺構の重複関係から縄文時代中期末


葉の住居跡より新しいので、おそらく縄文時代後期前葉から中葉の時期であろうと考えられる。


第２号焼土遺構（SN－02、図36）


ＡＱ･ＡＲ－１７･１８グリッドに位置し、標高約２２～２２.５ｍの丘陵南斜面に立地する。第Ⅲ層の精


査中に検出された。北西部に第７号竪穴住居跡が隣接しているが、本遺構が古い可能性がある。確認


面での平面形は３.０２×２.７６ｍの不整形を呈し、面積は４.４５㎡、被熱の深さ２７㎝である。堆積土は


色調によって３層に分層され、上位は褐色、下位は黄褐色を呈している。遺物は出土しなかったこと


から、堆積土及び出土遺物等から時期を特定することができないが、第７号竪穴住居跡に隣接してい


図35 土坑 出土遺物
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図36 焼土遺構
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ることから当該時期ではなく、縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰｂ式期の可能性が高いと推測される。


第２節　遺構外の出土遺物


１　縄文土器（図37～42）


（１）縄文時代中期の土器（図37－１～24）


１は波状口縁をなす沈線文が施文される土器で、２～９・１１は下方に垂下する沈線文が施文され


る土器である。２～５は同一個体と思われ、口縁部が無文で頸部から弧状に垂下する沈線文が施文さ


れる。５では粘土粒の貼り付けがあり、下方で湾曲する弧状文も施文されるようである。６～８も同


一個体で、口縁部が折り返し状口縁をなしている。１０の底外面には網代底があり、１１・１７は小型の


深鉢である。１２・１３には列点文が、１４～１６には粘土粒の貼り付けが施される。１８～２４は地文縄文


主体の粗製深鉢で、２３は単軸絡条体の回転、２４は撚り戻しの原体を使用している可能性がある。こ


れらの土器は、主に最花式もしくは中期末葉の時期と思われる。


（２）縄文時代後期初頭の土器（図38－25～31）


２５～３１は後期初頭の土器と思われる。２５～２７は側面圧痕が施され、２８・２９は同一個体で粘土紐


に押圧がなされている。３０・３１は小型深鉢で、３０の頸部には粘土紐の貼り付けがなされている。


（３）縄文時代後期前葉の土器（図38－32～図41－104）


深鉢（３２～８７）、鉢（８８・８９）、壺形土器（９０～９５）、底部破片（９６～１０４）があり、沈線文主体で


施文される。３２～３４は沈線文と縄文を組み合わせて施文している。３５～３８は無文で、３９は縦位に


区画されている。４０～４５は沈線内に櫛描文が施文されるもので、４４・４５は同一個体と思われる。４


６～５１は同一個体と思われ、波状口縁の器形で胴部にはか細い沈線で三角形状文が施文されるよう


である。５６・５７、５８・５９、６０～６３、６４・６５、７０～７６、７８～８２、８３・８４、８５・８６はそれぞれ同


一個体と思われ、波状文や弧状文が主体となっている。鉢は波状文を施文しており、縄文と沈線が施


文されるもの（８８）と沈線のみのもの（８９）とがある。壺形土器は、櫛描文が施される小型のもの（９０）


と、無文のやや大型のもの（９１・９２）がある。９３～９５の壺は同一個体と思われ、なで肩で胴部やや


上に最大径がある壺と考えられる。胴部上半に三角形文、頸部には平行沈線が描かれており、口縁は


波状をなしている。底部破片には沈線を施すもの（９６）や網代痕を底外面に有するもの（１０４）などが


ある。これら縄文時代後期前葉の土器は、十腰内Ⅰｂ式土器と考えられる。


（４）縄文時代後期中葉の土器（図42－105～125）


深鉢（１０５～１１９）、注口土器（１２０～１２５）がある。１０５・１０６は同一個体と思われ、山形状突起を


有し平行沈線が施文される。１０７は渦巻き状の突起である。１０８～１１１は波状口縁の口縁部破片で、２


条の平行沈線に刺突列を施すもの（１０８）、刻み目を施すもの（１０９・１１０）、縄文を施すもの（１１１）があ


る。１１２は入組文もしくは鍵状文と思われるが、判然としない胴部破片である。１１３～１１７は粗製深鉢


で、１１３が斜行縄文、１１５が無文である他は羽状縄文を施文している。１１８・１１９は底部片で胎土・焼


成等から後期中葉のものと思われる。注口土器は口縁部（１２０）、胴部（１２１～１２４）、注口部（１２５）が


ある。１２１は鍵状文が、１２２・１２３は同一個体で櫛描文が、１２４は格子目文がそれぞれ施文されるよう


である。１０５～１０７は十腰内Ⅱ式土器、１０８～１２５は十腰内Ⅲ式土器の範疇に収まるものと思われる。


２　石器（図43～47）


遺構外からは剥片石器類２,６８３点、礫石器類１８点が出土した。







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


（１）剥片石器（図43－１～図46－46）


剥片石器２,６８３点の内訳は、石鏃１４点（０.５２％）、石匙１３点（０.４８％）、石錐３点（０.１１％）、削器


１２点（０.４４％）、使用痕剥片３点（０.１１％）、二次加工剥片１点（０.０３％）石核７９点（２.９４％）フレー


ク類２,５５８点（９５.３％）である。ここでは石核、フレーク類以外の４６点について掲載している。


石鏃は、１～１４の１４点で、有茎鏃（１～８）、無茎鏃（９）、未製品（１０～１４）がある。５は一部欠


損している。７は基部がＹ字状の異形石鏃である。６の茎部と７の基部にわずかだがアスファルトが


付着している。５・９は一部破損している。１０と１３は有茎鏃の未製品と思われる。


石匙は、１５～２７の１３点で、縦長剥片を素材とした縦型石匙（１５～２２）、縦長剥片を素材とした横


型石匙（２３～２５・２７）、横長剥片を素材とした横型石匙（２６）である。２１・２２は欠損している。１６・


１８・１９・２０の摘み部にはアスファルトが付着している。


石錐は２８～３０の３点で、２８は摘み部を作出している。３点とも錐部を急角度整形している。


削器は、３１～４２の１２点で、刃部を有する不定形の剥片石器を削器とした。刃部調整の手法によっ


て、Ⅰ類：両面調整のもの（３２・３７・３８・４１）、Ⅱ類：片面調整のもの（３１・３３～３６・３９・４２）に分


類した。Ⅰ類は、縦長剥片を素材としたもの（３２・３７・３８）、翼状剥片を素材としたもの（４１）があ


り、３８は尖頭削器である。Ⅱ類は縦長剥片を素材としたもの（３１・３３～３６）、方形剥片を素材とし


たもの（４０）、三角形に近い剥片を素材にしたもの（４２）がある。４０は石器上面を摘み状に整形して


おり、横型石匙を作り出そうとしている可能性もある。


使用痕剥片は、４３～４５の３点で縦長剥片を素材としたもの（４３、４４）と横長剥片を素材としたも


の（４５）がある。４４は素材左辺に微小剥離痕が見られ、頂部に二次加工が見られる。


二次加工剥片は４６の１点で、貝殻状の剥離が縁辺に見られる。大形で厚手の石器である。


（２）礫石器（図46－47～図47－64）


出土した礫石器類１８点の内訳は、磨製石斧１点（５.６％）磨石３点（１６.７％）、敲石５点（２７.８％）、


凹石２点（１１.１％）砥石１点（５.６％）、石皿６点（３３.３％）で、これらすべてを図示してある。


磨製石斧は４７の１点で刃部が欠損したものである。


磨石は４８～５０の３点である。４８は側面が磨り面になっている。４９と５０は球形で石器全面が磨り


面になっており、同一グリッドから出土した。


敲石は５１～５５の５点である。５１は上端と下端に、５２～５５は１ヶ所に敲き部分がある。


凹石は５６・５７の２点である。５６は表裏に１ヶ所ずつ凹みがある。表面の凹みは３つの凹みがつな


がってできているように見える。５７は表面に１ヶ所の凹みがある。裏面が割れ面でほぼ水平である。


砥石は５８の１点である。使い込まれていて使用面がかなり磨り減っている。


石皿は５９～６４の６点である。５９は表面中央に磨り痕が認められる。６０～６４は、器面の調整がな


され縁辺がくっきり形作られている。５点とも砂岩であるが別個体のようである。


３　その他（図42）


ミニチュア土器（１２６）、スタンプ状土製品（１２７）、土偶の左脚（１２８）、古銭（１２９）が出土した。


１２６は胎土の状況から十腰内Ⅰ式期の深鉢形ミニチュア土器と思われる。１２７は柄部に沈線が巡り、


丁寧に磨きが施され、縄文との境界にはわずかに段差が生じている。下部はＬＲとＲＬによって羽状


縄文が施文されており、縄文時代後期中葉のものと思われる。１２８は中実の土製品で、沈線などの文


様が全くみられないがわずかに湾曲している状況から土偶の左脚と判断した。１２９は寛永通宝である。







第２章　滝　沢　遺　跡


図37 遺構外 出土土器（１）







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


図38 遺構外 出土土器（２）







第２章　滝　沢　遺　跡


図39 遺構外 出土土器（３）
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